






Multibeam Echo Sounder Survey Lines
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別添２

　　　　　　　　アイソバン実験室(RIラボコンテナ) 利用応募条件

アイソバン実験室は、「みらい」、「かいれい」、「よこすか」及び「なつしま」に 置可

能な 密封放射性同位元素の使用に係る可搬式の管理区域（２０フィート舶用コンテ

ナ）となります。大きさは、幅：6050mm×奥行き：2438mm× さ 3395mmです。

ご利用につきましては、

① 所属機関の放射線業務従事者であること。

② 使用する核種、数量、目的及び方法が下表（使用 可内容）を満 すること。な

お、使用可能な数量については前後の使用状況等により変動するため調整を要す

る。

（注１）アイソバン実験室における気体 C-14の使用数量はアイソバン実験室における固体・

液体の C-14の使用数量の内数である。

③ 機構が別途実施する教育 練（放射線障害予 程：30分 他）を受講すること。

④ 利用する者の中に原則として第一種放射線取扱主任者免状有する者がいること。

⑤ 放射性同位元素及び研究用消耗品等は自ら用意すること。

⑥ アイソバン実験室内でのみ使用すること。

が条件となります。

密封されていない放射性同位元素

核 種 Ｃ－14 Ｈ－３ Ｓ－３５

物 理 的

状 態
固体・液体 気体 固体・液体 固体・液体

化学形等 すべての化合物

年間使用

数 量
９００ＭＢｑ

９０ＭＢｑ

（注 1）
７４０ＭＢｑ ７４０ＭＢｑ

3 月間使

用 数 量
４５０ＭＢｑ

４０ＭＢｑ

（注 1）
３７０ＭＢｑ ３７０ＭＢｑ

種

及

び

数

量

1 日最大

使用数量
２２２ＭＢｑ

２０ＭＢｑ

（注 1）
１８５ＭＢｑ １８５ＭＢｑ

使 用 の 目 的 生体機能及び化学分析法に関する研究

使 用 の 方 法 トレーサー



1 RI

2 RI


